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　ICANN は、2012 年 1 月12日から4 月12日までの期













　Web サーバーや mail サーバーには、IPv4 の場合、






変換され、その IPアドレスを持つ web サーバ にー繋がる。
　ドメインは、図表のような階層構造をしており、各ドメイ





各地の分散サイトで運営されている。新 gTLD がル トー
















　インターネットのドメインを管理する国際団体 Internet Corporation for Assigned Names and Numbers（ICANN）
は、2011 年 6 月 20日に分野別のトップレベル・ドメイン（gTLD）の自由化を決定した。gTLD には、「.com」
や「.net」など 22 種類のドメインがあるが、新たに都市名や企業名あるいは製品名や製品分野名を登録できる
ようになる。日本でも申請と運用準備の支援を始めており、2012 年 1 月 12日から4 月 12日まで申請を受け付
け、最短 9ヶ月で承認される。使用許可を含めたサブドメインの直接管理により、日本語サブドメインの使用な
ど目的に合ったサイト運営が可能となり、新たなビジネスモデルによるサービス・イノベーションが期待される。
図表　ドメインの階層構造
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